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E目的】LDIJコレズテロ-ルは,--一般に,メタポ

リッタ症候群 (MS)の成分とは考えられていな

いが,MSと関係 していると考えられるので,こ

の関係を解析する.

【方法】抗高脂血症薬を投与-されていない日本

人男性2,082人,女憎月,217人の人間 ドッタデ-

夕を用いて,LDLコレステロ-ルの4分位数で分

類 した各群でMSの頻度を比較 し,MS診断のた

めの LDLコレステロ-ルの receiveroperating

characteristic(Roe)曲線 ド面積 (Au°)を計算

し,最適カットオフ値を求めた.さらに,各御 鼻

園子間の Spearman順位相関係数を計算した.翠

均値は2-sidedi-testで,頻度はchi-square

testで検定し,P〈O.05を有意差とみなした.但

し,4群比較ではBonferroniの方法を用いてPく

0.008を有意差とみなした.

【結果】男女とも,LDLコレステロールの 上昇

に伴って,MSの頻度が上昇 したが,女性の方が

男性よりも急峻に上昇した.MS診断のための

LDLコレステロ-ルの AUC (950/0倍糖区間)

は,男性が0.579(0.543-0.615),女性が0.715

(0.658 - 0.772)で あ っ た . LD L コレズテロ-ル

と, 収 縮 期 血 圧 , 拡 張 期 血 圧 , 空 腹 時 血 糖 , 中 性 脂

晩 gam m a gluは m 錘 ranSferaSe と の 間 に は , 男 性

と 比 べ て 女 性 に 有 意 に 強 い 相 関 が み ら れ た . LD L

コ レ ス テ ロ ー ル と 血 圧 と の 間 に は ,女性では有意

な 相 関 が 見 ら れ た が ,男性では有意な相関が見ら

れなかった.

E結論】日本人において,LDLコレステロ-井

はMSと密接に関係していた.この関係は,特に,

女性に強く見られた.
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E背景】川崎病既往者は20万人以上存在 し,そ
のうち約半数が成人期に達 しており年々増加 して

いる.川崎病の遠隔期血管障害として,冠動脈後

遺症,全身血管の粥状動脈硬化が問題となる.両

者の進展において内膜平滑筋が重要な授割を果た

すことが知られている.

LRllは動脈硬化巣の内膜平滑筋細胞に発現 し,
細胞外へ放出される活性物質であり,正常血管で

遺伝子発現を認めない.可溶性LRllは,近年,内
膜平滑筋の点から血管障害を評するバイオマーカ
-として期待されている.

【目的】1)川崎病遠隔期患者の丈敵中(,jL溶性
LRllと血管障害の関連を検討する.2)川崎病急

性期患者の血中可溶性LRllと急性期制 海態,冠
動脈後遺症の関連を検討する.

E対象と方法】対象は,1)川崎病遠隔期患者11

人 :冠動脈病変 (CoronaryArteryLesion:GAL)

(+)7人,CAL(-)4人 (うち一過性拡充1人,

退縮1人),2)川崎病急性期愚者 1人.遠隔期は,

心カテーテル検査入院時あるいは,外受診時に採

血 し,LRll及び他の動脈硬化関連マーカーを測

定.急性期は,川崎病診断時,14病冒,発症 1か

円で採血し,LRll及び他の炎症マ-カー等を測

定 した.

【結果】1)遠隔期症例 :CAIJ+/-両群で,午

蘇,性別,発症時年齢,脂質関連因子 (T-Chol,

HDL-C,LDL-C等),高感度 CRP,IL-6に差が

なかった.LRllは両群 で有意差 はなかった

(10.4±3vs8.8±4mg/ml)が,CAL+群で
LRllが正常範囲 (8.7±2.1ng/m湿)以 蔓二の症例
が 7症例 中 4例 と高頻度で あった. しか し,

GAL+群の うち,CABGを施行 した東症例は


